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近
世
の
封
建
制
度

－
　
封
建
の
社
会
に
適
合
す
る
開
化
に
つ
い
て
　
－

幕
藩
体
制
の
属
地
と
そ
の
理

卯
士
［
の
史
観
に
つ
い
て
の
補
説

①
　
封
建
制
度
の
も
と
で
の
開
化
の
適
合
的
な
性
格
と
い
う
視
点

②
　
戦
争
に
よ
る
人
間
ら
し
い
生
活
の
牒
欄
と
い
う
視
点

③
　
資
本
主
義
的
な
も
の
と
半
封
建
的
な
も
の
と
の
競
合

要

　

旨

明
治
初
期
に
登
場
し
、
日
露
戦
争
の
頃
ま
で
活
動
し
、
自
由
主
義
的
経
済
学
者
、
実
業
家
、
歴
史
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
m
口
卯
吉
に
つ
い
て
、

そ
の
著
書
『
日
本
開
化
小
史
』
の
思
想
内
容
を
検
討
し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
つ
か
う
諮
論
点
は
、
右
に
塩
げ
た
目
次
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

本
稿
は
、
わ
た
く
し
に
よ
る
『
日
本
近
代
思
想
史
研
究
』
の
一
環
と
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
史
論
体
・
開
化
史
体
、
文
明
史
観
、
社
会
・
歴
史
の
進
歩
、
功
利
主
義
的
倫
理

1
　
生
涯
と
学
問

付
目
卯
吉
（
一
八
石
五
－
一
九
〇
五
年
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
Ⅰ
学
派
の
白
山
主
義
的
経
済
思
想
　
－
　
そ
の
自
由

放
什
・
自
由
貿
易
の
論
　
－
　
と
、
啓
蒙
的
な
文
明
史
観
と
を
も
っ
て
明
治
初
期
に
登
場
し
、
早
々
と
往
目
す
へ
き
足
跡
を
残
し
た
。

そ
の
頃
の
か
れ
の
思
想
的
立
場
は
、
一
言
で
い
う
と
す
れ
ば
、
文
明
開
化
主
義
、
功
利
羊
義
、
平
民
主
義
、
自
由
民
権
主
義
、
社
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会
改
良
主
義
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
は
沼
間
守
一
の
主
宰
す
る
哩
明
社
に
参
加
し
、
自

由
民
権
運
動
に
先
駆
け
て
お
り
、
当
時
の
か
れ
の
か
な
り
急
進
プ
ル
ソ
ヨ
ア
シ
ー
的
な
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
日
本
開
化
小
史
』
は
こ
の
前
後
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

M
n
は
、
安
政
∵
年
、
江
戸
で
幕
府
の
従
士
の
家
に
生
を
享
け
た
。
そ
の
年
は
、
幕
府
が
ペ
リ
ー
と
和
親
条
約
を
結
ん
だ
平
年

に
あ
た
る
。
母
方
の
曽
祖
父
は
碩
儒
佐
藤
一
府
で
あ
る
。
五
歳
の
と
き
父
を
失
い
、
そ
の
後
、
幕
臣
木
村
熊
二
に
嫁
い
で
い
た
的

紐
／
の
も
と
で
帝
て
ら
れ
た
が
、
十
四
歳
の
年
、
明
治
戊
辰
戦
争
の
た
め
に
一
家
は
困
窮
し
、
姉
も
そ
の
頃
行
商
を
し
て
口
を
糊

さ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
卯
士
＝
は
、
隣
り
に
住
む
乙
育
太
郎
乙
の
世
話
に
よ
っ
て
、
貿
易
で
賑
わ
う
横
浜
の
小
間
物
屋
の

骨
董
屋
で
働
く
な
と
、
し
ば
ら
く
苦
労
を
帝
ね
た
が
、
そ
の
間
こ
の
地
で
外
国
人
と
接
触
す
る
機
会
を
も
っ
た
は
か
り
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
の
冒
教
師
に
英
語
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。

＊
　
こ
の
姉
、
亀
子
は
、
そ
の
後
、
先
駆
的
な
女
性
活
動
家
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
遊
学
の
経
験
を
も
つ
大
熊
　
と
と
も
に
明
治
女
学
校
を
釧
渡

し
、
校
長
も
務
め
、
近
代
女
√
教
台
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
披
女
の
人
は
、
把
r
の
没
後
、
教
会
の
牧
師
を
す
る
か
た
わ
ら
、
の
ち

に
日
向
名
な
政
治
家
と
な
る
高
橋
是
清
が
、
ま
だ
若
く
て
校
長
を
つ
と
め
て
い
た
神
田
の
＝
へ
立
学
校
で
、
島
崎
藤
村
に
ア
ー
ウ
ィ
ン
ク
の
　
『
ス

ケ
ノ
チ
∵
フ
ソ
ク
』
を
教
え
て
お
り
、
磯
村
は
こ
の
熊
　
▲
の
宅
に
寄
寓
し
、
熊
二
か
ら
洗
礼
を
う
け
て
い
る
。
卯
吉
と
か
れ
の
周
辺
の
人
々

と
の
あ
い
だ
に
は
多
彩
な
人
的
な
繋
が
り
か
あ
り
、
興
味
ぶ
か
い
。

明
治
一
▲
　
（
一
八
・
ハ
九
）
年
に
静
岡
の
帝
に
封
せ
ら
れ
た
徳
川
家
の
も
と
で
勝
海
舟
の
創
設
し
た
沼
津
兵
学
校
の
教
官
に
招
か
れ

た
英
ツ
者
乙
月
は
、
聡
明
な
少
勺
卯
十
］
を
R
宅
に
呼
び
よ
せ
、
そ
こ
か
ら
こ
の
兵
学
校
に
通
わ
せ
、
家
塾
で
は
み
ず
か
ら
英
語
を
、

ま
た
同
僚
小
娘
淑
（
香
草
）
　
の
塾
で
蔭
下
目
を
学
は
せ
た
。
こ
の
小
娘
は
、
の
ち
に
金
港
堂
で
H
版
業
に
携
り
、
二
葉
亭
四
迷
の

『
浮
コ
』
を
世
に
山
し
た
人
物
で
あ
る
。
か
れ
は
、
明
治
十
行
年
、
卯
」
］
の
　
『
円
本
開
化
小
史
』
完
結
の
み
き
り
、
か
っ
て
の
愛

弟
√
の
た
め
に
「
披
」
　
の
軍
を
と
り
、
次
の
よ
う
に
－
ヒ
＝
い
て
い
る
　
（
口
の
一
一
六
ペ
ー
∴
ノ
）
。
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明
治
復
緋
、
宵
∵
度
〔
あ
ら
ゆ
る
制
度
・
規
則
〕
皆
新
。
天
下
之
事
、
率
取
法
於
西
国
焉
。
跨
史
籍
之
健
、
全
然
析
■

筏
二
日
〔
旧
慣
〕
。
雛
レ
浩
何
補
。
吾
友
鼎
軒
田
口
君
、
夙
通
二
経
済
之
撃
」
観
レ
史
有
別
眼
ペ
丑
∵
慨
二
古
今
史
乗
∵
之

無
ノ
益
世
道
、
倣
　
西
国
開
化
史
、
著
此
編
、
以
論
－
我
閲
文
物
之
所
1
以
旺
虚
者
．
焉
。
其
博
識
卓
見
、
非
一

尋
常
史
家
之
所
下
及
也
、
鴫
呼
此
編
也
、
僅
々
数
巻
耳
。
本
レ
可
レ
謂
レ
浩
也
。
然
　
据
而
尤
レ
之
、
可
■
以
∴
型
－
倒

寓
巻
夫
、
可
以
所
コ
成
天
下
焉
。
蓋
以
下
其
平
素
所
二
組
苗
者
、
益
而
馬
も
史
也
。
然
別
観
斯
琴
者
、
潤
一
君
善

以
レ
撃
成
レ
史
、
則
可
。
謂
一
■
君
遥
二
㌢
史
成
レ
撃
、
則
不
可
。

＊
　
田
口
卯
吉
は
、
そ
の
他
乙
骨
に
結
婚
の
媒
酌
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
の
ち
に
こ
ん
と
は
乙
骨
の
甥
に

あ
た
る
上
田
敏
が
父
を
失
っ
た
と
き
、
卯
吉
は
十
六
歳
の
こ
の
少
年
を
自
宅
に
引
き
と
り
、
そ
の
豊
か
な
成
長
を
み
ま
も
り
な
が
ら
面
倒
を

みた。

静
岡
の
出
身
で
、
乙
骨
の
友
人
で
あ
り
、
つ
と
に
卯
吉
の
義
兄
、
熊
二
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
遊
学
し
、
の
ち
に
日
本
の
学
術
・

文
化
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
外
山
正
山
　
（
一
八
四
八
1
一
九
〇
〇
年
）
　
は
、
そ
の
頃
し
ば
し
ば
沼
津
の
乙
骨
家
を
訪
ね
て
お

り
、
卯
吉
は
数
歳
年
上
の
外
山
と
そ
こ
で
知
り
合
い
、
親
交
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
の
の
ち
、
卯
吉
は

東
京
に
出
て
、
英
語
を
初
め
と
し
医
学
の
修
得
に
も
努
め
た
が
、
と
く
に
経
済
学
の
研
究
を
本
格
的
に
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
歴
史
の
勉
強
も
し
た
。
そ
の
後
大
蔵
省
（
翻
訳
局
）
　
に
入
り
、
新
聞
に
投
書
し
て
急
進
的
な
立
場
か
ら
民
権
論
を
唱
え
た
り
し

た
が
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
は
そ
こ
を
辞
任
し
た
。
そ
し
て
、
二
卜
一
歳
年
長
の
福
沢
諭
吉
の
助
力
を
受
け
て
、
翌
年

か
ら
『
東
京
経
済
雑
誌
』
を
、
さ
ら
に
九
一
年
に
は
史
学
雑
誌
『
史
海
』
を
、
み
ず
か
ら
の
手
で
発
川
す
る
な
ど
、
広
い
視
野
か

ら
学
問
と
思
想
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
。
官
学
的
な
国
史
学
派
の
著
名
な
歴
史
学
者
で
あ
る
黒
板
勝
美
も
、
昭
和
の
初
め
、

す
な
わ
ち
一
九
二
七
年
に
、
『
田
口
卯
吉
全
集
』
第
一
巻
冒
頭
の
「
解
説
」
で
、
史
学
史
に
お
け
る
田
口
の
立
場
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
明
治
史
学
史
の
上
に
於
い
て
特
に
注
意
す
へ
き
事
は
、
先
年
が
終
始
民
間
の
学
名
と
し
て
立
ち
、
そ
の
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卓
識
と
そ
の
熱
心
と
を
以
て
、
よ
く
官
学
に
対
立
し
、
遂
に
史
学
を
以
て
民
間
の
学
問
と
し
、
一
般
に
之
を
普
及
せ
し
め
ら
れ
た

点
に
あ
る
」
と
　
（
Ⅰ
の
二
三
ペ
ー
ジ
）
。

＊
　
本
稿
で
わ
た
く
し
は
田
口
の
自
由
主
義
経
済
思
想
と
経
済
史
の
研
究
に
は
た
ち
い
る
い
と
ま
が
な
い
が
、
の
ち
に
か
れ
の
弟
了
た
ち
、
内

田
銀
蔵
、
福
田
徳
二
ら
は
経
済
史
学
派
を
形
成
し
た
。

＊
＊
　
国
史
学
派
は
個
々
の
メ
ン
バ
ー
は
別
と
し
て
、
時
代
が
す
す
む
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
は
大
皇
制
政
府
と
支
配
階
級
を
代
弁
す
る
よ
う

に
な
り
、
や
が
て
黒
坂
勝
美
の
退
官
し
た
あ
と
、
東
京
帝
大
国
史
学
科
教
授
平
泉
燈
が
　
「
フ
ァ
ッ
ノ
ヨ
的
な
日
本
精
神
＝
皇
道
精
神
の
史
観
」

を
掲
げ
て
登
場
す
る
道
を
開
い
た
。

卯
吉
の
社
会
で
の
活
動
は
、
や
が
て
東
京
株
式
取
引
所
の
肝
煎
（
今
日
の
理
事
）
や
、
東
京
銀
行
の
顧
問
を
つ
と
め
た
り
、
ま

た
向
毛
（
の
ち
の
卜
野
と
卜
野
を
い
う
）
鉄
迫
や
花
岡
鉱
山
に
資
本
家
と
し
て
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は
衆
議
院
議
員
（
帝
国
財
政

革
新
会
（
解
党
し
て
進
歩
党
に
加
入
）
）
を
つ
と
め
る
な
と
、
広
く
実
業
界
・
政
治
界
に
も
及
ん
だ
。
そ
し
て
は
ほ
明
治
∴
仁
年

頃
か
ら
、
か
れ
は
、
若
い
頃
の
急
進
的
な
面
を
も
っ
た
当
時
の
初
期
プ
ル
ン
ヨ
ア
シ
ー
の
立
場
か
ら
、
産
業
資
本
の
確
立
に
向
か

う
プ
ル
ジ
ョ
ア
ン
1
1
の
イ
テ
オ
ロ
ー
グ
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
晩
年
、
日
露
戦
争
の
風
雲
急
を
告
げ
る
頓
に
は
主
戦
論

者
と
し
て
ふ
る
ま
う
に
い
た
っ
た
。
伊
豆
公
人
の
い
う
よ
う
に
、
「
お
よ
そ
三
十
年
間
の
か
れ
の
活
動
は
、
腎
本
主
義
の
地
礎
が

ま
だ
砕
正
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
は
じ
ま
り
、
踵
業
資
本
が
確
立
し
、
さ
ら
に
帝
国
主
義
の
段
階
へ
突
入
し
よ
う
と
す
る
時
期
に

終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

か
れ
に
は
、
『
自
由
貿
易
日
本
搾
済
論
』
『
経
済
策
』
『
条
約
改
正
論
』
『
時
勢
論
』
『
帝
国
財
政
意
見
』
、
ま
た
『
日
本
開
化
小
爪
と

『
支
那
開
化
小
史
』
『
日
本
開
化
の
性
質
』
『
古
代
の
研
究
』
な
と
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
ま
た
『
同
史
人
系
』
『
ポ
圧
U
類
従
』
等
々

の
編
集
用
′
付
に
も
参
一
山
し
た
。
こ
の
事
業
の
な
か
で
か
れ
は
国
史
学
派
と
の
結
ひ
つ
き
を
深
め
た
。

さ
て
、
田
口
の
名
を
早
く
も
大
い
に
世
に
高
め
た
の
は
、
弱
冠
一
一
十
代
の
著
作
『
日
本
開
化
小
史
』
　
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
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主
題
か
ら
い
っ
て
も
、
本
書
の
こ
の
目
頑
の
翠
で
や
や
詳
し
く
と
り
あ
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
黒
坂
勝
美
の
前
記
「
解
説
」

か
ら
再
度
引
用
し
よ
う
。
「
先
生
は
歴
史
を
、
否
、
特
に
我
が
国
の
歴
史
を
、
新
し
い
目
を
以
て
見
但
し
、
自
由
に
考
察
し
、
活

発
に
論
述
し
、
之
を
祉
会
民
衆
の
間
に
普
及
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
於
て
、
一
時
欧
州
の
文
明
に
眩
惑
し
、
学
問
と
い
へ
ば
、

幽
汗
の
そ
れ
に
限
ら
れ
た
か
の
様
に
思
っ
て
ゐ
た
国
民
の
間
に
、
祖
国
の
歴
史
に
対
す
る
興
味
と
知
識
と
が
よ
び
起
さ
れ
、
而
し

て
そ
の
歴
史
を
か
へ
り
み
来
っ
た
所
か
ら
、
国
民
的
自
覚
が
生
じ
、
自
主
的
に
西
洋
の
文
明
を
批
判
し
、
そ
の
良
を
採
っ
て
我
が

長
と
併
せ
、
一
筒
の
新
な
る
文
明
を
我
等
の
力
に
よ
っ
て
生
み
出
そ
う
と
い
う
気
運
が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
国
民
的

自
覚
に
就
い
て
は
、
先
生
の
貢
献
が
与
っ
て
大
い
に
力
の
あ
っ
た
事
と
恩
ほ
れ
る
の
で
あ
る
」
（
Ⅰ
の
一
円
ペ
ー
ン
）
。

以
下
、
若
干
煩
に
わ
た
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
田
口
の
こ
の
著
作
の
評
価
の
た
め
に
、
史
学
史
上
に
お
け
る
二
、
三
の
関
連
の
発

言
を
顧
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
田
口
卯
畠
の
没
後
、
そ
の
再
版
（
大
正
六
年
）
　
の
さ
い
に
、
官
学
的
国
学
派
に
そ
く
す
る
斯
界
の
代
表
者
一
二
ヒ
参
次
が
、

冒
頭
の
　
「
序
」
　
の
な
か
で
こ
の
著
作
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
聞
こ
う
。
「
博
士
の
本
領
は
経
済
学
に
在
り
し
は

言
ふ
を
要
せ
ず
。
然
れ
と
も
其
の
才
気
の
縦
横
な
る
と
、
趣
味
の
多
方
面
な
る
と
は
、
博
士
を
し
て
指
を
史
学
に
も
染
め
し
め
し

が
、
其
の
研
鎖
は
頗
る
精
密
、
其
の
識
見
は
最
も
高
邁
に
し
て
、
鬱
然
と
し
て
斯
学
の
大
家
と
な
り
、
新
井
白
石
、
頼
山
陽
に
統

き
て
の
史
家
と
も
称
せ
ら
れ
ぬ
。
日
本
開
化
小
史
は
原
因
結
果
の
理
法
に
基
き
て
、
我
が
邦
の
変
遷
を
記
せ
る
も
の
に
し
て
、
叙

述
の
体
裁
西
洋
の
史
学
研
究
法
に
台
ひ
、
斯
界
に
一
の
生
面
を
開
か
れ
た
る
も
の
な
り
。
経
史
〔
経
学
と
史
学
〕
和
俣
つ
と
云
へ

る
歴
史
の
旧
式
を
脱
し
て
、
所
謂
文
明
史
流
の
歴
史
を
試
み
ら
れ
た
る
も
の
な
り
」
（
Ⅲ
の
四
ペ
ー
ジ
）
と
。
一
▲
⊥
参
次
は
、
し

か
し
こ
こ
で
、
田
口
の
進
歩
的
な
側
面
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
黒
坂
勝
美
は
同
書
の
　
「
序
言
」
　
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
故
田
口
博
十
の
本
領
が
政
治
経
済
の
方
面
に
あ
り
て
、
一
作

の
貝
階
し
〔
と
も
に
み
て
〕
［
嘉
仰
す
る
所
た
り
し
は
今
こ
ゝ
に
論
せ
ず
。
然
れ
と
も
明
治
文
化
史
に
燦
然
た
る
光
輝
を
放
て
る
博
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土
の
功
績
は
、
よ
し
忙
中
の
閑
日
月
博
士
の
余
業
た
り
し
も
の
と
す
る
も
、
こ
の
史
学
ヒ
に
於
け
る
努
力
と
奮
闘
と
に
帰
せ
ざ
る

へ
か
ら
ず
。
」
「
日
本
開
化
小
史
を
読
む
も
の
は
誰
し
も
新
井
白
石
の
読
史
余
論
折
た
く
柴
の
記
な
と
を
想
ひ
起
す
な
ら
む
。
学
者

に
し
て
政
治
家
た
り
経
済
家
た
り
、
は
た
文
学
の
才
あ
り
て
秤
々
の
方
血
に
卓
見
の
観
ら
る
へ
き
も
の
、
江
戸
時
代
に
あ
り
て
は

白
石
実
に
そ
の
第
一
人
た
り
、
而
し
て
そ
の
大
下
後
世
を
益
す
る
最
も
多
き
も
の
は
我
が
史
学
に
関
す
る
述
作
な
り
き
。
…
　
し

か
も
出
目
博
十
何
ぞ
白
石
と
相
似
た
る
と
こ
ろ
多
き
や
、
政
治
家
に
し
て
経
済
家
た
る
こ
と
相
似
た
り
。
文
学
者
に
し
て
歴
史
家

た
る
こ
と
相
似
た
り
、
ヤ
易
流
暢
の
筆
を
以
て
よ
く
言
は
ん
と
欲
す
と
こ
ろ
を
曲
尺
、
す
る
手
腕
ま
た
最
も
相
似
た
り
。
た
ゝ
日
石

の
学
問
は
漢
学
に
根
概
を
有
し
、
倭
に
蘭
人
に
よ
っ
て
西
洋
の
文
明
を
覗
き
し
の
み
な
る
に
、
出
目
博
士
の
学
問
は
、
西
洋
の
学

術
に
基
礎
を
置
き
、
之
に
和
漢
の
学
を
加
へ
し
と
こ
ろ
、
博
十
の
博
＋
た
る
所
以
な
り
、
而
し
て
博
士
が
そ
の
佐
藤
一
斎
の
蘭
系

を
受
け
ら
れ
た
る
よ
り
察
す
る
も
、
そ
の
漢
学
に
於
け
る
素
養
の
ま
た
甚
だ
漠
か
り
し
を
知
る
に
足
る
へ
し
。
円
木
開
化
小
史
は

明
治
時
代
に
於
け
る
史
学
界
の
暁
鐘
と
も
開
拓
使
と
も
称
す
べ
き
も
の
な
り
。
そ
の
論
ず
る
と
こ
ろ
、
或
は
多
少
の
鵬
陥
〔
欠
艶

あ
ら
む
、
ま
た
〔
往
時
〕
史
学
の
研
究
末
だ
十
分
な
ら
ざ
り
し
も
の
あ
ら
む
、
然
れ
ど
も
我
が
史
学
界
に
革
新
の
空
気
を
府
ら
し

凍
り
、
我
が
学
者
を
し
て
覚
猷
せ
し
め
た
る
功
績
は
、
1
ト
に
本
吾
を
措
い
て
他
に
求
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
」
「
回
顧
す
れ
ば

本
書
の
第
一
巻
が
始
め
て
世
に
公
に
せ
ら
れ
た
る
は
実
に
明
治
卜
年
一
月
西
南
戦
争
の
止
に
勃
発
せ
し
折
柄
〔
正
し
く
は
終
了
し
た

時
点
〕
な
り
き
、
西
両
戦
争
と
日
本
開
化
小
史
何
ぞ
そ
れ
対
照
の
奇
な
る
や
、
一
は
旧
文
明
の
＝
阪
後
を
彩
り
し
も
の
に
し
て
、
一

は
新
文
明
を
樹
立
す
へ
き
使
命
を
有
せ
し
も
の
た
り
、
而
し
て
進
歩
と
日
向
と
が
、
政
治
に
於
て
、
は
た
経
済
論
に
於
て
、
常
に

博
十
の
標
識
た
り
し
と
は
い
へ
、
そ
の
∩
山
進
歩
仁
義
は
決
し
て
欧
米
の
そ
れ
に
あ
ら
ず
、
日
本
の
日
日
進
歩
丁
義
に
し
て
、
よ

く
我
が
国
の
特
長
を
加
つ
て
の
∩
由
進
歩
＋
義
た
り
し
は
本
書
之
を
証
し
て
余
り
あ
り
」
（
口
の
ム
ー
L
ペ
ー
㌧
ソ
）
と
。

＊
　
ま
た
、
小
沢
栄
　
は
『
近
代
U
本
史
学
史
の
研
究
　
明
治
也
空
で
、
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
円
本
開
化
小
史
』
は

「
日
本
歴
史
の
叙
述
の
性
格
を
一
変
さ
せ
た
す
く
れ
た
歴
史
叙
述
で
あ
る
」
と
し
、
啓
蒙
的
文
明
史
と
し
て
の
そ
の
す
く
れ
た
所
以
を
次
の
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よ
う
に
述
へ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
『
歴
史
』
に
対
す
る
態
度
・
立
場
の
斬
新
さ
と
、
啓
蒙
的
文
明
史
流
儀
の
歴
史
観
が
あ
ざ
や
か
に
顕
示
さ

れ
た
新
た
な
歴
史
叙
述
の
歎
型
が
こ
こ
に
最
初
の
出
現
を
み
せ
た
、
と
い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
態
の
儒
教
的
歴

史
の
特
質
で
も
あ
っ
た
社
会
か
ら
遊
離
し
た
個
人
の
慈
恵
や
言
動
や
徳
性
や
に
よ
っ
て
歴
史
の
変
異
を
説
明
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
い
わ

ば
偶
然
性
に
よ
る
歴
史
理
解
を
き
び
し
く
拒
否
し
、
人
間
理
性
の
憧
憬
に
も
と
っ
く
自
然
科
学
的
合
理
主
義
的
認
識
重
視
の
影
響
下
に
あ
っ

た
頼
家
湖
認
識
論
の
歴
史
観
へ
の
反
映
が
あ
っ
て
、
そ
の
反
映
の
し
か
た
と
も
い
う
へ
き
合
理
的
因
果
関
係
に
よ
る
歴
史
叙
述
を
志
向
し
た
、

と
い
う
こ
と
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
啓
蒙
的
文
明
史
の
特
質
を
形
成
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

さ
ら
に
伊
豆
公
夫
は
、
『
日
本
史
学
史
』
　
で
、
国
史
学
派
の
三
上
参
次
や
黒
板
勝
美
が
田
口
卯
吉
を
自
分
ら
の
側
の
大
先
輩
と

し
て
描
く
こ
と
に
た
い
し
批
判
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
思
う
に
『
日
本
開
化
小
史
』
が
史
学
的
傑
作
で
あ
る

ゆ
え
ん
は
、
明
治
維
新
以
後
の
動
と
反
動
が
渦
巻
い
た
社
会
情
勢
を
如
実
に
反
映
し
、
初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
批
判
的
な
態
度

に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
、
方
法
的
に
は
唯
物
論
の
徹
底
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
に
頂
戊
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
情

勢
を
も
反
映
し
ま
た
彼
の
出
自
〔
旧
幕
臣
の
家
に
生
ま
れ
た
〕
　
に
も
関
係
し
て
、
な
お
封
建
的
な
る
も
の
の
競
合
が
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
は
す
で
に
労
働
者
農
民
大
衆
が
民
主
主
義
運
動
へ
相
当
重
力
に
参
加
し
て
お
り
、
本
来
の
進
歩
的
な
立
場
は

そ
の
硯
に
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
そ
の
観
点
が
進
歩
性
の
た
め
に
は
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
フ
ル
ジ
ョ
ア
選
手
の

彼
に
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
我
々
も
、
そ
れ
を
評
価
の
基
準
に
入
れ
つ
つ
も
、
フ
ル
ジ
ョ
ア
歴
史
家
た
る
彼
に
過
大
な

要
求
は
し
な
い
。
そ
し
て
そ
の
進
歩
的
な
部
面
を
発
展
せ
し
め
、
反
動
的
な
部
面
を
克
服
し
て
来
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
貢

の
継
承
者
は
国
史
学
派
に
あ
ら
ず
し
て
、
後
の
唯
物
史
観
論
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
を
も
っ
て
断
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」

わ
た
く
し
も
大
局
的
に
は
伊
一
m
公
夫
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
継
承
し
な
か
ら
考
察
を
す
す
め
た
い
と
思
う
。

以
し
、
史
学
史
上
に
お
け
る
『
日
本
開
化
小
史
』
に
つ
い
て
の
諸
家
の
見
解
を
顧
み
た
が
、
以
下
、
こ
の
著
作
の
内
容
に
入
る

こ
と
と
す
る
。
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2
　
『
日
本
開
化
小
史
』
　
の
特
徴

『
日
本
開
化
小
史
』
　
に
お
け
る
歴
史
叙
述
の
貝
体
的
な
諸
論
点
に
入
る
前
に
、
本
書
の
特
徴
を
み
て
お
こ
う
。
一
点
が
あ
る
。

一
つ
は
、
本
吉
が
史
論
体
、
し
か
も
開
化
史
体
の
吉
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
全
体
を
通
ず
る
か
れ
の
史
観
に
つ
い
て
で
あ

る。

川
　
史
論
体
、
開
化
史
体
の
書
で
あ
る
こ
と

『
日
本
開
化
小
史
』
は
、
田
じ
か
多
忙
の
な
か
で
小
暇
を
見
出
し
て
は
執
筆
を
つ
つ
け
、
明
治
－
印
か
ら
逐
次
分
冊
と
し
て
発

表
し
、
十
有
年
に
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
卯
吉
は
そ
の
第
一
冊
の
山
版
に
当
た
っ
て
「
自
序
」
を
書
き
、
日
本
の
歴
史
を
考
察

す
る
に
あ
た
っ
て
何
に
努
力
し
た
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

角
一
裂
肌
反
レ
暦
一
一
口
語
激
烈
、
動
作
蕩
々
、
如
レ
沸
者
。
見
レ
之
者
日
日
、
披
怒
失
。
有
一
問
頗
解
ノ
願
言
芙
温
和
、
邸

止
揚
々
、
如
ノ
舞
者
。
見
レ
之
者
日
、
彼
喜
矢
。
H
疋
亦
可
也
。
然
　
聞
古
レ
末
レ
蓮
〓
彗
∪
夫
人
非
無
レ
囚
而
怒
者
。
又

非
無
し
縁
而
喜
者
。
則
見
喜
怒
之
状
態
、
而
求
一
其
因
縁
〔
因
果
の
塁
。
以
評
　
其
心
之
喜
怒
」
　
庶
幾
　
無
レ
誤

矢
。
歴
史
石
占
来
之
　
評
出
て
上
＝
東
∵
非
二
．
帖
、
世
々
　
非
一
人
、
治
乱
之
形
勢
、
雑
沓
紙
粉
、
若
不
能
分
1
折

之
、
末
必
　
能
レ
免
皮
膚
之
見
〔
衷
血
的
な
訳
解
〕
一
也
。
放
史
家
之
苦
辛
、
不
レ
在
於
蒐
1
渠
　
歴
代
許
多
之
状
態
、

而
∵
ル
一
於
究
1
逓
　
其
状
態
之
所
卜
本
也
巳
。
余
記
此
書
、
其
可
レ
忍
者
務
詳
レ
之
、
英
可
レ
翠
名
務
省
し
之
、
以
期
レ

得
一
見
∵
情
〔
実
情
〕
。
蛸
レ
状
∵
憲
二
脱
‥
公
い
争
之
徐
、
倫
一
少
暇
而
成
者
、
況
余
之
海
草
寡
聞
、
安
保
．
其
評
喜
怒
一
之

無
J
誤
耶
。
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か
れ
が
こ
こ
で
い
わ
ん
と
す
る
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
は
事
に
臨
ん
で
盛
ひ
、
ま
た
怒
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
理
由

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
に
た
い
し
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
囲
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
析
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
表
面
的
な
理
解
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
本
吉
の
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
苦

心
し
た
の
も
、
歴
史
上
に
現
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
、
事
態
に
た
い
し
て
、
そ
の
本
つ
く
所
以
を
究
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に

あ
る
、
と
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
は
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
本
書
で
は
、
ど
の
よ
う
な
論
で
あ
る
の
か
。

歴
史
叙
述
の
仕
方
に
つ
い
て
田
じ
か
所
見
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
ト
年
ほ
ど
の
ち
の
　
「
歴
史
概
論
」
と
題
す
る
小
論
文

（
『
東
京
経
済
雑
誌
』
明
治
二
十
一
年
八
月
十
一
日
発
行
、
所
収
）
が
あ
る
。

か
れ
は
、
歴
史
記
述
に
は
、
編
年
体
、
紀
事
体
、
史
論
体
の
三
つ
が
あ
る
と
い
う
。
旧
　
編
印
体
と
い
う
の
は
、
種
々
の
事
件

を
年
月
に
よ
っ
て
区
分
し
、
一
処
に
記
載
し
た
も
の
で
、
多
数
の
事
件
を
伝
え
る
と
い
う
利
点
は
あ
る
が
、
條
理
・
論
理
に
欠

け
て
い
て
、
あ
た
か
も
脈
絡
の
な
い
談
話
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
わ
が
国
の
歴
史
書
で
も
、
『
六
国
史
』
以
下
近
代
の
史
に
い

た
る
ま
で
こ
の
弊
を
免
れ
て
い
な
い
）
。
榔
　
紀
事
体
は
、
個
人
の
吉
行
を
記
す
も
の
で
あ
っ
て
、
巧
拙
は
あ
る
が
、
欠
点
の
あ

る
典
籍
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
　
（
わ
が
国
で
は
、
『
栄
華
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
な
と
が
こ
れ
に
入
る
）
。
こ
れ
に
た
い
し
、
潮

編
年
体
や
紀
事
体
の
う
ち
に
思
想
を
小
さ
く
狭
め
こ
ん
で
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
史
論
を
作
り
、
社
会
全
体
に

捗
る
よ
う
な
事
件
を
論
ず
る
体
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
が
史
論
体
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
史
論
体
に
は
二
極
の
別
が
あ
る
。
第
一
は
、
正
閏
曲
直
の
標
準
を
立
て
て
史
上
の
事
件
を
論
議
す
る
体
で
あ
り
、

第
二
は
、
議
論
右
上
父
え
ず
に
た
ん
に
事
件
と
事
件
と
の
関
係
を
説
明
す
る
体
を
い
う
。
前
者
は
、
た
と
え
ば
、
南
北
朝
の
正
閏
論

や
、
神
功
を
大
子
と
す
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う
論
な
と
で
、
こ
の
論
は
著
者
の
意
見
で
あ
っ
て
史
上
の
事
件
で
は
な
い
。

た
し
か
に
こ
れ
は
貢
の
史
論
と
称
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
に
は
別
に
一
種
の
体
が
胚
胎
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
白
石
の

『
読
史
余
論
』
や
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
巾
に
み
ら
れ
る
史
論
の
こ
と
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
文
中
に
著
者
の
議
論
に
ぞ
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く
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
全
体
と
し
て
い
え
ば
、
そ
う
し
た
史
論
は
、
あ
え
て
正
と
か
偏
と
か
、
曲
と
か
直
と
か
い
う

の
で
は
な
く
て
、
た
ん
に
し
か
じ
か
の
事
件
が
あ
っ
た
か
ゆ
え
に
、
云
々
の
事
件
が
起
き
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
た

と
え
は
『
日
本
外
史
』
の
初
め
に
、
「
我
朝
之
初
、
政
体
簡
易
、
文
武
一
途
、
翠
海
内
皆
兵
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
っ

て
決
し
て
議
論
で
は
な
い
。
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
へ
つ
に
そ
う
記
し
て
お
ら
な
く
て
も
、
必
ず
そ
の
よ
う
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
他
、
源
平
一
氏
の
起
こ
る
ま
で
の
知
夫
の
記
載
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
も
そ
の
よ
う
な
事
実

が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
我
が
朝
で
臍
の
制
度
を
模
倣
し
て
か
ら
云
々
の
結
果
が
仲
に
顕
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
の
も
、

決
し
て
議
論
で
は
な
い
。
著
者
の
意
見
で
あ
る
。
こ
れ
が
史
論
体
の
第
一
種
で
あ
る
。

以
上
の
区
別
を
述
べ
た
う
え
で
、
田
口
は
い
う
、
「
真
正
の
史
体
は
所
謂
史
論
体
」
　
で
あ
る
。
「
社
会
全
体
に
関
す
る
事
件
、
腎

へ
は
政
治
の
興
廃
、
社
会
の
組
織
の
変
遷
等
に
至
り
て
は
編
年
体
に
て
も
紀
事
体
に
て
も
談
話
す
へ
か
ら
ず
、
必
ず
史
論
体
な
る

へ
し
。
」
そ
し
て
「
余
輩
は
歴
史
の
記
法
に
於
て
ほ
世
に
所
謂
史
論
体
の
第
二
種
を
執
る
な
り
」
と
す
る
（
Ⅰ
の
5
－
4
ペ
ー
ソ
）
。

m
日
は
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
社
会
の
史
は
開
化
の
史
で
あ
る
と
す
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
開
化
と
は
と
く
に
文
運
の
す
す
ん
だ

時
代
の
み
を
称
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
と
ん
な
野
蛮
時
代
に
も
そ
れ
な
り
に
開
化
は
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
封
会
全
体
に
捗
れ
る

事
什
と
事
件
と
の
閲
係
を
説
明
し
た
も
の
」
、
つ
ま
り
「
封
会
全
体
に
捗
れ
る
や
件
に
関
し
て
原
因
と
結
果
と
を
唱
合
し
て
記
せ

る
も
の
」
が
、
開
化
史
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
開
化
史
休
を
以
て
史
休
の
最
も
進
歩
せ
る
も
の
と
ム
は
さ
る
へ
か
ら
ず
」
（
同
比
～

亡
べ
ー
ン
）
　
と
田
口
は
い
う
。

甘
　
史
観
の
特
徴

本
吾
を
特
徴
つ
け
る
史
観
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
ま
ず
次
の
三
点
を
あ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
唯
物
論
的
な
傾
向
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こ
の
傾
向
は
、
著
作
の
ご
く
初
め
の
箇
所
で
早
く
も
鮮
明
に
述
へ
ら
れ
る
。
「
凡
そ
人
心
の
　
文
野
　
は
、
貸
財
〔
財
貨
〕
を

得
る
の
難
易
と
相
侯
て
離
れ
ざ
る
も
の
な
ら
ん
。
貨
財
に
冨
み
て
人
心
野
な
る
の
地
な
く
、
人
心
文
に
し
て
貸
財
に
乏
し
き
の
国

な
し
、
其
剖
A
日
常
に
平
均
を
保
て
る
事
、
蓋
し
文
運
の
総
て
の
有
様
に
捗
り
て
異
例
な
か
る
へ
し
。
」
と
は
い
え
、
か
れ
に
と
っ

て
、
財
貨
〔
物
質
的
な
生
産
の
成
果
〕
の
獲
得
と
人
心
〔
人
間
の
表
象
・
観
念
〕
と
の
関
係
は
、
た
ん
に
相
即
的
と
か
平
行
的
と
か
い

ぅ
の
で
は
な
い
。
次
に
み
る
よ
う
に
、
田
口
が
、
人
心
、
つ
ま
り
意
識
、
観
念
、
表
象
の
有
様
を
財
建
、
貨
財
の
取
得
の
難
易
か

ら
と
ら
え
る
視
点
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
し
た
い
。
こ
れ
は
、
か
れ
が
経
済
学
者
で
あ
る
か
ら
と
く
に
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
と
く
に
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
の
影
響
が
朗
著
で
あ
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点

を
わ
が
国
の
歴
史
研
究
の
な
か
で
基
本
的
に
提
起
し
た
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
さ
き
の
引
用
に
つ
づ
け
て
か
れ
は
い
う
、
「
柵
も

人
間
の
初
代
〔
原
始
的
な
時
代
〕
に
当
て
や
、
器
械
〔
ま
ず
は
遺
貝
、
生
酒
用
只
、
生
産
用
具
〕
を
用
ふ
る
の
智
未
だ
発
す
へ
か
ら
ず
、

製
作
の
技
未
だ
熟
す
へ
か
ら
ず
、
所
謂
天
道
の
〔
天
然
の
〕
果
実
柴
根
を
集
め
て
其
食
物
と
為
し
、
草
葉
樹
皮
を
綴
り
て
其
衣
服

を
造
る
外
手
段
な
か
る
へ
し
。
…
・
：
故
に
人
間
の
初
代
に
於
て
ほ
、
唯
だ
衣
食
を
得
ん
と
の
念
其
全
脳
に
満
ち
て
、
毛
も
其
心
を

他
事
に
働
か
し
め
ず
、
：
・
衣
食
足
れ
急
な
り
、
豊
に
死
後
の
事
を
憂
ふ
る
の
暇
あ
ら
ん
や
、
故
に
中
山
魂
不
死
の
説
末
だ
発
せ
ざ

る
な
り
」
霊
魂
不
死
は
も
と
よ
り
、
い
わ
ん
や
神
の
表
象
も
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
政
治
な
と
も
な
い
。
支
配
者
も
い

な
い
。
み
か
ど
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
や
が
て
時
を
経
て
、
よ
う
や
く
、
「
耕
作
養
蚕
の
道
を
知
り
、
種
々
の
貨
物
を

使
用
す
る
事
を
解
し
、
朋
友
兄
弟
林
中
に
相
会
し
て
、
時
に
或
は
遊
戯
の
催
し
あ
る
に
及
ん
で
、
人
心
の
外
物
に
接
す
る
こ
と
多

く
、
其
感
触
を
受
く
る
亦
た
少
か
ら
さ
れ
ば
、
其
想
像
は
唯
に
霊
魂
の
事
黄
泉
の
事
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
夫
の
死
を
選
く
る
の

〔
お
の
が
生
を
保
と
う
と
の
〕
天
性
よ
り
、
不
慮
〔
思
い
が
け
な
く
お
こ
る
〕
　
の
厄
難
を
避
け
ん
と
の
心
起
れ
り
。
是
時
の
人
間
未
だ
道

理
を
窮
む
る
の
知
な
く
且
つ
経
験
な
け
れ
ば
、
何
事
も
皆
な
不
慮
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
総
て
外
物
の
変
化
に
注
目
し
て
、
其
意
外

な
る
に
驚
き
〔
驚
異
を
い
た
き
〕
、
皆
是
れ
〔
何
ら
か
人
力
を
こ
え
る
不
可
解
、
不
可
思
議
な
〕
怪
力
の
致
す
処
と
定
め
、
悌
然
と
し
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て
恐
る
～
　
〔
恐
怖
す
る
〕
の
心
な
く
ん
は
あ
ら
ず
、
而
し
て
人
間
交
際
〔
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
い
う
人
々
相
互
の
あ
い
だ
の
往

来
、
交
通
、
交
往
、
く
e
r
k
e
h
r
〕
に
於
て
も
、
敬
す
れ
ば
人
其
怒
を
解
く
を
以
て
、
此
〔
人
力
を
こ
え
る
〕
怪
力
も
亦
た
敬
す
れ
ば
、

災
を
下
さ
ゝ
る
へ
し
と
思
い
、
漸
く
之
を
敬
す
る
の
事
起
れ
り
、
然
れ
ど
も
未
だ
祖
先
を
尊
ぶ
の
様
子
あ
る
を
見
さ
る
な
り
」

（
刀
の
八
－
一
〇
ペ
ー
シ
）
。
こ
の
よ
う
に
物
質
的
生
活
と
生
産
と
の
漸
次
的
な
進
歩
の
う
え
に
表
象
・
観
念
の
発
生
と
進
歩
を
か

れ
は
考
え
、
そ
の
う
え
で
物
心
の
相
可
的
な
作
用
を
説
く
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
田
日
に
は
生
産
へ
の
視
点
が
ま
だ
必
ず
し
も
十

分
と
は
い
え
な
い
）
。

＊
　
他
に
も
、
か
れ
が
財
貨
の
狸
得
と
人
心
と
の
関
係
を
相
互
的
に
書
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
は
、
「
貸
財
の
有
様
進
歩
す
る
や
、

人
心
の
内
部
同
時
に
進
歩
す
。
人
心
の
内
部
進
ま
ず
し
て
貨
財
の
有
様
独
り
進
む
を
得
ず
、
貨
財
の
有
様
退
か
ず
し
て
人
心
独
り
退
く
を
得

ず
、
何
と
な
れ
ば
如
口
力
を
発
達
せ
し
む
る
も
の
は
貸
財
に
し
て
、
伐
期
を
苗
殖
せ
し
む
る
も
の
人
心
な
れ
は
な
り
」
（
Ⅱ
の
八
二
ペ
ー
ノ
）
。

も
ち
ろ
ん
当
然
両
者
は
相
互
的
な
関
係
を
も
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
田
日
は
そ
の
場
合
に
も
基
本
的
に
は
財
貨
の
万
を
前
提
と
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
の
鮮
明
な
指
摘
を
欠
く
場
A
口
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

＊
＊
　
凹
U
に
お
け
る
歴
史
の
進
歩
を
う
な
が
す
力
と
し
て
の
財
貨
（
貨
財
）
　
の
把
握
は
次
の
よ
う
な
ハ
ッ
ク
ル
の
見
解
か
ら
人
き
な
影
響
を
う

け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
ハ
ソ
ク
ル
は
『
英
国
文
明
史
』
（
十
八
光
華
・
菅
一
生
奉
∴
訳
）
第
一
帯
の
冒
頭
で
い
う
。
「
人
間
ノ
最

モ
厳
ノ
ク
、
最
モ
烈
ノ
ク
、
感
触
引
誘
ヲ
受
ク
ル
所
ノ
、
身
外
車
物
ヲ
推
究
ス
ル
二
、
即
チ
四
箇
ノ
種
別
ア
リ
、
何
ソ
ヤ
気
候
食
物
地
質
及

ヒ
大
造
〔
大
妖
〕
ノ
光
景
是
レ
ナ
リ
。
」
そ
し
て
、
「
気
候
・
食
物
・
地
質
ノ
一
石
二
申
丁
、
人
民
ノ
間
二
発
作
ス
ル
所
ノ
効
験
‥
幼
墾
　
二
就

テ
、
之
ヲ
論
セ
ハ
、
財
皆
ノ
増
姉
ヲ
以
テ
［
旭
モ
先
ト
ス
、
何
ト
ナ
レ
ハ
、
冨
ハ
封
会
二
於
テ
多
ク
ノ
関
渉
ヲ
為
セ
ハ
ナ
リ
、
蓋
ノ
発
迅
聞
知

ハ
財
憶
ノ
増
軸
ヲ
勧
ル
モ
ノ
ト
雛
モ
始
メ
テ
此
H
ヲ
編
成
ス
ル
ニ
当
テ
ハ
先
ゾ
冨
ヲ
以
テ
裾
口
識
ノ
前
二
間
カ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
、
各
人
各
個

貧
窮
二
駆
馳
セ
ラ
レ
、
衣
食
二
奔
走
ス
ル
間
ハ
囲
ヨ
リ
［
盟
同
ノ
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
ノ
余
暇
ヲ
得
ス
、
又
ト
ー
パ
希
望
ヲ
発
動
セ
サ
ル
ナ
リ
、
又
況

ン
ヤ
学
芸
修
習
ノ
中
二
於
テ
ヲ
ヤ
、
但
シ
野
密
人
民
ノ
才
カ
ニ
過
当
ノ
タ
ル
所
ノ
、
粕
甘
ツ
郡
随
ナ
ル
器
日
等
製
造
シ
、
以
テ
日
用
ノ
小
便

ヲ
祁
フ
二
過
キ
サ
ル
ナ
リ
。
」
「
入
関
綽
会
ノ
景
況
、
此
地
相
二
在
ル
時
ハ
財
指
ノ
増
殖
ヲ
以
テ
第
一
急
務
卜
為
す
、
ル
可
ラ
ス
、
何
ト
ナ
レ
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ハ
、
貸
財
ナ
ケ
レ
ハ
、
余
暇
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
、
余
暇
ナ
ケ
レ
ハ
、
学
芸
ヲ
習
練
ス
ル
事
能
ハ
サ
レ
ハ
ナ
リ
、
若
シ
、
人
民
ヲ
シ
テ
・
其
ノ

得
ル
所
、
其
費
ス
所
ヨ
リ
人
ナ
ラ
シ
メ
ハ
、
必
ス
余
等
〔
少
し
ば
か
り
の
余
り
〕
ヲ
生
ス
ヘ
ソ
、
其
余
零
ハ
、
則
普
通
ノ
理
二
由
テ
自
力
ラ
増

殖
累
積
ノ
テ
、
遂
二
耕
繊
セ
サ
ル
ノ
民
ヲ
支
萎
ス
ル
所
ノ
財
本
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。
日
竺
至
テ
始
メ
テ
智
慧
ヲ
練
磨
ス
ル
ノ
徒
ヲ
出
ソ
、
昔
者

〔
む
か
し
〕
衣
食
二
貧
ソ
ク
、
生
計
二
忙
ノ
ク
、
学
術
研
究
ノ
閑
暇
ヲ
得
サ
リ
ソ
徒
モ
、
今
者
〔
い
ま
〕
此
財
本
ノ
為
二
之
二
身
ヲ
委
託
ス
ル

ノ
日
月
ヲ
得
レ
ハ
ナ
リ
、
」
以
下
略
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
こ
の
思
想
が
田
口
に
人
き
な
示
唆
を
与
え
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
重
要
な
文
章
か
つ
つ
く
が
、
田
口
の
史
観
の
唯
物
論
的
な
傾
向
は
い
ま
は
こ
れ
で
一
応
理
解
さ
れ
う
る
と
し
て
、
こ
の
間

題
に
つ
い
て
は
本
文
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
の
た
ち
い
っ
た
考
察
の
さ
い
に
あ
ら
た
め
て
再
度
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
■
田

口
に
み
ら
れ
る
こ
の
唯
物
論
的
傾
向
は
、
し
か
し
ま
だ
今
日
の
い
み
で
の
唯
物
史
観
と
は
い
え
な
い
点
に
つ
い
て
も
後
述
し
た
い
。

＊
　
田
口
は
戦
国
時
代
に
お
け
る
支
配
階
級
の
あ
い
だ
の
抗
争
や
、
江
戸
時
代
の
封
建
制
度
の
も
と
で
の
身
分
性
・
階
級
性
の
き
び
し
い
差
別

に
も
着
眼
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
先
立
つ
社
会
の
階
級
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
は
一
定
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

②
　
社
会
・
歴
史
の
進
歩
と
い
う
視
点

ハ
ソ
ク
ル
、
ス
ペ
ン
サ
し
、
ギ
ソ
ー
の
影
響
の
も
と
で
と
も
い
え
よ
う
が
、
社
会
、
歴
史
の
進
歩
と
い
う
視
点
は
、
m
H
に
と
っ

て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
停
滞
と
い
う
こ
と
も
か
れ
は
当
然
み
と
め
て
い
る
）
。
そ
し
て
か
れ
は
、
社
会
の
進
歩
・

発
達
右
ば
生
物
の
成
長
・
発
達
と
の
類
推
に
よ
っ
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
前
者
を
後
者
に
帰
着

し
て
社
会
を
生
物
学
的
に
考
え
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
）
。
田
U
は
、
生
物
や
社
会
の
育
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う

に
召
く
、
「
社
会
の
発
達
は
他
の
有
機
諸
物
の
発
達
と
異
な
ら
ず
、
今
草
木
に
就
き
て
之
を
例
せ
ん
。
抑
々
草
木
の
性
た
る
、
又

保
生
避
死
の
人
性
を
存
す
る
が
為
め
に
、
其
生
長
す
る
や
疑
ふ
へ
か
ら
ず
と
雛
も
、
之
を
養
ふ
に
種
々
の
方
法
を
以
て
せ
ば
、
以

て
堅
靭
な
ら
し
む
へ
く
、
以
て
柔
弱
な
ら
し
む
へ
く
、
以
て
長
大
な
ら
し
む
へ
く
、
以
て
壊
小
な
ら
し
む
へ
し
。
之
と
同
じ
く
社

会
開
化
の
発
達
す
る
は
祉
会
の
性
な
り
と
雌
も
、
之
を
養
ふ
に
上
朝
の
制
度
を
以
て
す
る
と
、
鎌
倉
政
府
の
制
度
を
以
て
す
る
と
、
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徳
川
政
府
の
制
度
を
以
て
す
る
と
に
困
り
て
、
文
学
貨
財
よ
り
風
俗
人
情
に
至
る
ま
で
、
皆
異
様
な
両
m
性
を
得
せ
し
め
た
り
〔
社

会
の
制
度
に
よ
っ
て
そ
こ
に
お
け
る
文
運
の
成
長
・
発
達
に
相
異
が
出
て
く
る
〕
。
是
に
由
り
て
之
を
観
る
に
、
社
会
の
制
度
を
立
つ
る

も
の
は
、
恰
も
園
丁
の
草
木
を
育
つ
る
が
如
き
欺
。
鳴
呼
如
何
な
る
有
様
に
於
て
草
木
最
も
良
ず
る
や
を
知
ら
は
、
社
会
発
達
の

如
何
な
る
制
度
の
下
に
於
て
最
も
速
な
る
や
を
知
る
こ
と
ま
た
難
か
ら
さ
る
へ
し
」
（
Ⅱ
の
一
〇
六
ペ
ー
ノ
）
。
も
っ
と
も
、
か
れ

は
こ
こ
で
、
社
会
の
制
度
を
、
歴
史
的
な
発
展
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
人
間
が
R
分
で
選
択
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

田
口
は
進
歩
に
も
分
量
と
性
質
と
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
日
の
用
語
で
は
、
貢
と
質
と
い
っ
た
方
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
か
れ
は
こ
の
よ
う
な
カ
テ
コ
リ
ー
を
使
っ
て
文
化
の
進
歩
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

「
進
歩
の
順
序
を
説
か
ん
。
夫
れ
物
の
進
歩
に
性
質
と
分
＝
旭
と
の
一
．
種
あ
り
。
讐
へ
ば
分
量
の
進
歩
を
一
ム
へ
ば
古
の
人
は
衣
一
襲

〔
ひ
と
か
さ
ね
〕
　
〔
食
は
〕
一
業
に
し
て
、
家
屋
家
財
の
数
も
少
か
り
し
に
、
今
は
衣
数
袋
食
三
乗
、
家
屋
家
財
の
数
も
極
め
て
多

き
に
至
り
し
は
分
出
の
進
歩
な
り
。
又
た
性
質
〔
質
の
進
歩
に
就
て
云
へ
ば
、
八
の
衣
は
織
方
も
粗
末
に
し
て
糸
も
太
く
、
食

は
番
方
も
政
に
し
て
料
理
も
下
手
に
、
家
根
は
萱
肇
に
し
て
柱
は
丸
木
な
り
し
が
、
今
の
衣
は
織
方
も
精
密
に
し
て
糸
も
揃
ひ
、

食
は
百
方
も
精
し
く
料
理
も
上
手
に
、
家
根
は
瓦
葺
に
し
て
、
柱
の
削
り
も
滑
か
に
な
る
と
云
ふ
が
如
き
は
性
質
〔
讐
　
の
進
歩

な
り
。
〔
ま
た
貧
山
H
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
察
を
し
て
い
る
〕
大
凡
そ
祉
会
の
進
歩
せ
る
時
と
て
も
貧
者
も
あ
り
富
者
も
あ
る
こ
と

な
れ
ば
、
古
の
も
の
悉
く
劣
れ
り
、
今
の
物
悉
く
勝
れ
り
と
は
ム
ひ
難
し
、
古
は
貧
者
の
車
血
安
に
応
ず
へ
き
衣
を
繊
出
す
車
も
知

ら
さ
り
し
を
、
今
は
廉
に
〔
安
く
〕
之
を
繊
出
す
の
術
を
も
発
明
し
た
れ
は
、
古
の
卜
と
今
の
卜
と
を
比
較
せ
ば
、
素
よ
り
優
劣

処
を
異
に
す
る
も
の
あ
ら
ん
、
〓
ハ
だ
古
の
貧
者
と
今
の
貧
者
と
其
快
兜
の
度
如
何
、
舌
の
富
者
と
今
の
富
者
と
何
れ
が
照
而
要
を
宿

す
の
便
あ
り
と
ム
は
ば
、
日
か
ら
世
運
進
捗
の
理
を
知
る
を
得
へ
し
　
∵
」
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
尺
度
を
た
て
て
、
質
の
う
え
で
の

進
歩
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
」
（
Ⅱ
の
八
　
ペ
ー
ソ
）
。
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小
沢
栄
一
も
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
社
会
、
歴
史
を
個
々
の
人
物
二
事
件
あ
る
い
は
英
雄
の
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、

全
体
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
の
進
歩
を
明
ら
か
に
す
る
態
度
は
、
『
日
本
開
化
小
史
』
を
一
員
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
福

沢
諭
吉
の
「
『
文
明
論
の
概
略
』
と
と
も
に
、
『
歴
史
』
の
対
象
が
『
人
民
』
『
社
会
』
『
人
心
』
に
ひ
ろ
が
り
、
歴
史
認
識
の
目
標

を
『
進
歩
』
の
意
識
に
と
ら
え
る
こ
と
が
、
ま
ず
啓
蒙
期
文
明
開
化
史
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
」
と
書
い
て

い
る
。
こ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
思
う
。

③
　
社
会
・
歴
史
の
理
と
い
う
視
点

バ
ッ
ク
ル
や
ギ
ゾ
ー
の
い
う
、
歴
史
の
理
、
歴
史
上
の
事
件
相
互
の
因
果
的
な
関
連
の
見
地
に
、
田
口
は
同
意
し
て
い
る
。
ハ
ッ

ク
ル
は
『
英
国
文
明
史
』
で
い
う
、
自
然
界
の
変
化
は
不
定
で
端
侃
す
べ
か
ら
さ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ケ
プ
ラ
ー
や
こ
ュ
■

ト
ン
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
こ
に
一
定
の
法
則
の
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
人
間
社
会
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い

ぅ
と
、
「
人
事
の
変
化
何
知
に
定
限
な
し
と
雑
も
、
果
て
能
く
是
の
如
き
の
〔
堅
刃
心
不
抜
の
〕
勉
強
を
以
て
、
是
の
如
き
の
穿
聖
を

な
せ
ば
、
崖
同
一
の
成
功
を
為
し
得
へ
か
ら
さ
ら
ん
や
」
、
「
今
古
史
家
に
於
て
、
末
だ
〔
変
化
混
雑
の
な
か
に
一
定
の
法
則
を
発
見
せ

ん
と
の
〕
此
期
望
の
一
般
に
行
わ
れ
ざ
る
は
、
一
は
共
能
力
が
遠
く
物
理
学
者
に
及
ぼ
ざ
る
と
、
一
は
人
事
の
現
象
は
、
他
の
物

理
よ
り
急
か
に
混
稀
錯
雑
せ
る
に
由
れ
り
〔
つ
ま
り
研
究
対
象
自
体
の
複
雑
さ
の
た
め
で
も
あ
る
〕
と
云
わ
さ
る
へ
か
ら
ず
」
と
。
ま

た
ギ
ソ
ー
は
歴
史
に
お
け
る
精
神
的
事
実
や
一
般
的
事
実
も
研
究
対
象
と
す
べ
き
現
実
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
、
文

明
は
他
の
事
実
と
同
様
に
一
つ
の
事
実
で
あ
り
、
研
究
し
、
叙
述
し
、
物
語
る
こ
と
の
で
き
る
事
実
で
あ
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
場
合
、
事
実
と
い
う
と
き
、
戦
闘
や
戦
争
や
政
府
の
公
文
吉
な
ど
の
よ
う
に
、
物
質
的
な
、
眼
で
み
る
こ
と
の
で
き

る
事
実
の
は
か
に
、
こ
れ
に
劣
ら
ず
現
実
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
精
神
的
な
、
服
に
見
え
な
い
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、
固
有
名
詞

を
も
つ
個
人
的
事
実
の
は
か
に
、
名
前
の
な
い
一
般
的
事
実
が
あ
り
、
後
者
に
た
い
し
て
は
精
確
な
口
附
け
を
確
定
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
眼
に
み
え
る
事
実
の
限
界
内
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
こ
れ
も
事
実
で
あ
っ
て
、
歴
史
か
ら
除
外
す
る
こ
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と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
「
歴
史
の
哲
学
的
部
分
と
呼
び
慣
は
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
、
即
ち
事
件
の
相
関
関
係
、
事
件
を
結
び

合
は
せ
て
い
る
紐
帯
、
事
件
の
原
因
及
び
結
果
、
こ
れ
ら
は
事
実
で
あ
り
、
歴
史
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
〔
事
実
と
い
う
点
で

は
〕
戦
闘
や
眼
に
見
え
る
事
件
と
全
く
同
じ
」
　
で
あ
る
。
「
こ
れ
ら
は
歴
史
の
根
本
部
分
を
成
す
も
の
で
あ
り
」
、
文
明
と
そ
の
進

歩
、
発
展
を
こ
の
よ
う
な
事
実
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
歴
史
研
究
に
と
っ
て
の
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。田

口
は
、
ハ
ッ
ク
ル
、
ギ
ゾ
ー
ら
の
こ
の
よ
う
な
視
点
を
受
け
い
れ
な
が
ら
、
し
か
し
た
ん
に
そ
れ
を
模
倣
し
て
同
じ
よ
う
に

日
本
史
に
お
け
る
進
歩
、
発
展
を
た
ど
っ
て
み
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
斬
新
な
史
観
に
学
ひ
な
が
ら
、
日
本
の
歴
史
の
、

人
き
な
意
味
の
進
歩
、
発
展
、
諸
事
実
の
複
雑
な
転
変
、
推
移
の
う
ち
に
そ
の
理
を
探
る
と
い
う
視
点
を
、
か
れ
白
身
の
も
の
と

し
て
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
白
国
の
歴
史
に
た
ち
も
と
っ
て
、
諸
事
作
の
複
雑
な
連
鎖
の
な
か
に
、
そ
の

諸
事
実
の
多
様
な
推
移
の
な
か
に
、
か
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
理
由
、
相
互
の
連
関
を
探
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を

も
っ
て
、
か
れ
は
自
国
の
開
化
の
歴
史
に
科
学
的
視
点
を
も
っ
て
た
ち
む
か
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
　
天
台
僧
慈
円
は
、
　
三
世
紀
の
　
▲
1
年
代
に
『
偲
管
抄
』
を
著
わ
し
た
。
こ
の
著
作
の
一
つ
の
重
要
な
特
徴
は
、
歴
史
の
推
移
の
な
か
に

「
道
理
」
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当
時
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
道
理
と
い
う
語
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
た

が
、
か
れ
は
、
そ
れ
を
著
作
の
中
心
理
念
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
歴
史
考
察
の
う
え
に
新
し
い
局
面
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
H
U
の
著
作
に
先
験
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
慈
円
と
m
U
と
を
結
ぶ
線
は
、

も
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
と
人
く
し
る
す
こ
と
は
む
つ
か
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
慈
円
に
と
っ
て
道
理
と
は
何

を
意
味
す
る
か
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
が
明
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
た
だ
ち
に
困
難
が
生
じ
る
。
こ
の
語
は
、
使
わ
れ
る
場
所
に
よ
っ
て

あ
ま
り
に
も
多
義
的
に
な
っ
て
い
る
。
か
れ
に
は
、
こ
れ
を
明
確
に
し
よ
う
と
の
意
図
が
欠
け
て
お
り
、
合
理
的
・
科
学
的
な
概
念
と
み
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
か
ん
し
、
わ
た
く
し
は
『
日
本
思
想
史
序
説
』
　
の
第
六
廿
■
叫
の
三
「
『
愚
管
抄
』
と
道
理
の
哲
学
」
　
で
詳
し
く
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述
べ
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
そ
の
な
か
で
結
論
的
に
次
の
よ
う
に
だ
い
た
。
「
慈
円
の
道
理
の
哲
学

の
も
つ
観
念
論
的
・
非
合
理
主
義
的
・
神
秘
主
義
的
な
性
格
の
根
底
に
は
、
台
密
的
教
学
と
神
秘
的
な
体
系
と
の
癒
着
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
た
し
か
に
、
慈
円
に
お
い
て
、
仏
教
思
想
を
背
後
に
お
き
な
が
ら
、
道
理
に
よ
る
歴
史
考
察
と
い
う
哲
学
的
な
問
題
を
提

起
し
た
点
で
、
わ
が
国
の
歴
史
恩
憩
の
な
か
に
重
要
な
局
面
を
き
り
ひ
ら
い
た
と
い
え
よ
う
が
、
道
理
概
念
が
多
義
的
で
雑
多
な
意
味
を
も

っ
と
と
も
に
、
右
の
欠
陥
の
た
め
に
、
そ
の
読
本
的
な
視
点
は
批
判
性
・
変
革
性
を
欠
い
た
保
守
的
・
現
実
背
走
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
」

何
輪
　
功
利
主
義
的
倫
理
説

な
お
、
田
口
が
歴
史
の
考
察
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
、
功
利
主
義
的
・
進
化
論
的
な
倫
理
の
視
点
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
を
付

↓
占
し
て
お
く
。
『
開
化
小
史
』
第
三
章
の
初
め
で
、
人
間
は
も
と
善
悪
邪
正
を
識
別
す
る
心
を
発
し
な
か
っ
た
が
、
保
生
避
死
を

天
性
と
す
る
た
め
、
〔
そ
こ
か
ら
〕
心
の
快
と
悶
〔
不
快
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
　
－
　
筆
者
〕
　
の
感
覚
も
生
じ
た
が
、
な
お
久
し
く
、

私
利
を
計
る
心
が
き
わ
め
て
強
く
て
、
他
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
善
く
、
怒
ら
せ
る
の
は
悪
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
か
れ
は
い
う
、
「
経
験
次
第
に
進
む
に
及
ん
で
、
其
私
利
を
計
る
亦
大
な
り
、
衣
服
飲
食
も
美
な
ら
ん
こ
と
を
願
い
、

父
母
兄
弟
も
志
な
か
ら
ん
こ
と
を
願
い
、
親
族
朋
友
よ
り
鬼
も
知
ら
ぬ
他
人
ま
で
も
、
耳
目
に
触
る
る
所
に
は
浅
ま
し
き
有
様

に
至
ら
し
め
さ
ら
ん
事
を
頗
ひ
、
極
め
て
憐
な
る
有
様
を
見
る
と
き
は
、
自
ら
損
失
す
る
も
之
を
政
は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
る

こ
と
な
り
、
足
れ
己
の
損
失
を
憂
ひ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
と
も
、
見
し
有
様
の
其
心
を
悩
ま
し
む
る
事
は
、
其
損
失
よ
り
大
な
れ
ば

な
り
。
足
れ
倫
理
の
情
の
起
源
な
り
。
孟
子
臼
く
、
『
人
皆
な
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
あ
り
、
今
ま
人
乍
ち
濡
子
の
将
に
升
に
人
ら

ん
と
す
る
を
見
る
と
き
は
、
皆
な
恍
惚
馴
隠
の
心
あ
り
、
以
て
誉
を
腐
子
の
父
母
に
内
ふ
所
に
非
る
也
、
以
て
誉
を
郷
党
朋
友

に
要
む
る
所
に
非
る
也
』
と
。
」

そ
し
て
関
目
は
、
こ
の
こ
と
を
も
、
私
利
心
か
ら
、
す
な
わ
ち
私
利
心
の
成
長
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
「
抑
も
人
に
忍
び

ざ
る
の
心
と
は
、
憐
れ
な
る
状
態
を
見
る
を
嫌
ふ
の
私
利
心
な
り
、
親
族
に
実
服
を
着
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
自
ら
飾
ら
ん
と
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欲
す
る
心
と
同
一
な
ら
ず
や
。
」
そ
し
て
、
こ
の
点
で
、
自
分
の
見
解
が
H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
臼
く
、
『
倫
理
の
情
は
度
々
の
経
験
を
杭
ん
で
変
性
せ
る
私
利
心
な
り
、

蓋
し
経
験
を
以
て
其
心
を
懲
戒
せ
し
む
る
と
き
は
、
其
神
経
の
構
造
を
変
性
せ
し
め
之
を
其
子
に
退
伝
し
、
子
亦
之
に
経
験
を
加

へ
異
性
を
変
ぜ
し
め
其
孫
に
遺
伝
し
、
子
々
孫
々
如
此
く
に
し
て
、
終
に
経
験
よ
り
来
ら
さ
る
一
簡
独
立
の
司
爪
性
実
作
〕
の
如

く
見
ゆ
る
に
至
り
、
一
人
の
私
利
心
の
経
験
に
席
か
ざ
る
が
如
き
念
と
成
れ
り
』
と
」
（
Ⅲ
の
∴
門
－
二
五
ペ
ー
ソ
）
。

＊
　
ス
ペ
ン
サ
ー
の
こ
の
見
解
に
た
い
し
、
J
・
ル
ノ
ホ
ノ
ク
は
反
論
し
て
、
父
祖
の
経
験
が
そ
の
性
と
な
っ
て
子
孫
に
遺
伝
し
そ
の
勢
が
椙

重
な
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
正
喜
と
私
利
の
よ
う
な
大
き
な
相
違
は
弁
明
し
か
た
い
と
し
、
正
善
の
考
え
は
遺
伝
の
件
よ
り

も
む
し
ろ
幼
時
の
教
育
に
農
く
点
が
多
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
教
則
が
正
喜
の
起
源
で
あ
り
私
利
は
こ
れ
を
計
る
尺
度
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
か

し
、
田
U
は
ス
ペ
／
サ
ー
を
支
持
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
人
類
の
脳
裏
、
曇
に
一
▲
種
の
相
寄
る
へ
か
ら
さ
る
が
如
き
心
あ
ら
ん
や
、
替

な
私
利
心
の
成
長
し
て
其
枝
葉
を
広
め
し
め
し
か
為
め
に
、
枝
葉
の
内
に
租
砥
結
〔
く
い
ち
が
う
〕
す
る
も
の
発
す
る
な
り
、
然
れ
と
も
某

の
本
源
に
至
り
て
は
、
素
よ
り
一
根
よ
り
山
で
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
要
す
る
に
倫
理
の
梢
は
私
利
心
の
枝
葉
な
り
、
宮
沢
邪
止
の
考
は
世

人
の
評
判
〔
批
判
に
よ
る
是
非
の
判
（
止
〕
を
得
て
而
し
て
後
に
発
す
る
も
の
な
り
」
（
同
、
一
六
ペ
ー
ノ
）
と
。

田
口
は
、
こ
の
第
▲
一
▲
章
の
［
R
■
頭
に
あ
る
の
と
同
じ
文
革
を
、
『
‖
ハ
存
雑
誌
』
（
第
・
ハ
一
日
ソ
、
明
治
－
二
年
）
に
「
伶
坪
の
帖
」
と

題
し
て
あ
ら
た
め
て
掲
載
し
て
い
る
。
大
久
保
利
謀
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
倫
理
説
を
援
用

し
た
こ
の
人
件
論
は
、
当
時
の
卯
∴
の
思
想
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
か
れ
は
こ
の
よ
う
な
功
利
工
義
的
な
倫
理
観
の
う

え
に
け
っ
て
、
鎌
倉
期
に
お
い
て
倫
理
の
伯
か
ら
忠
義
の
気
が
発
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
等
々
を
述
へ
る
が
、
本
稿
で
は
た
ち
い

ら
な
い
。

注
T
）
目
口
卯
十
＝
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
歴
島
仁
J
H
『
鼎
軒
川
∪
先
生
伝
』
一
九
一
年
ほ
か
、
注
（
2
）
に
掲
げ
る
伊
U
公
夫
の
論
文
、
次
に
あ
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げ
る
田
口
卯
吉
全
集
の
第
一
、
第
二
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
あ
る
黒
板
勝
美
と
福
田
徳
二
の
解
説
な
と
に
よ
る
。
伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
』

講
談
社
文
芸
文
庫
2
・
3
も
参
考
に
な
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
主
と
し
て
『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
一
巻
、
山
九
二
八
年
、
第
二

巻
、
一
九
二
七
年
に
よ
る
。
同
書
か
ら
の
引
用
の
さ
い
に
は
、
本
文
中
に
た
と
え
ば
、
Ⅰ
の
二
三
ペ
ー
ジ
、
皿
の
五
ペ
ー
シ
な
と
と
し
て
示

し
た
。
そ
の
さ
い
、
全
集
本
で
は
「
解
説
」
と
本
文
に
別
々
の
ペ
1
／
が
付
け
て
あ
る
の
で
、
「
解
説
」
か
ら
の
引
用
か
、
本
文
か
ら
の
引

用
か
は
文
中
に
し
る
し
た
。
ま
た
、
大
正
六
年
の
再
版
本
『
日
本
開
化
小
史
』
も
使
用
し
た
。

（
2
）
伊
豆
公
夫
「
現
代
の
歴
史
学
」
『
新
版
日
本
史
学
史
』
校
倉
書
房
、
一
九
七
二
年
所
収
、
三
五
－
六
、
五
二
ペ
ー
ン
を
参
照
。

（
3
）
同
「
『
日
本
開
化
小
史
』
に
お
け
る
有
産
者
性
と
封
建
制
の
競
合
」
同
上
書
、
六
八
ペ
ー
ジ
。
本
稿
は
こ
の
伊
豆
論
文
に
多
く
を
負
っ
て

い
る
。

（
4
）
小
沢
栄
一
『
近
代
日
本
史
学
史
の
研
究
　
明
治
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
、
一
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
伊
豆
公
夫
、
同
上
吉
、
八
八
－
九
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
伯
克
爾
『
英
国
文
明
史
』
土
井
光
華
・
背
一
生
奉
三
訳
、
第
二
篇
、
発
免
書
林
、
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
、
一
－
四
丁
。

（
7
）
小
沢
栄
一
、
前
掲
書
、
一
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
8
）
以
上
ハ
ッ
ク
ル
と
ギ
ソ
1
か
ら
の
引
用
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
訳
本
を
用
い
た
。
田
口
が
こ
れ
ら
の
訳
文
を
読
ん
だ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

当
時
の
知
識
人
は
和
訳
な
し
に
自
分
で
原
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
わ
た
く
し
の
こ
こ
で
の
引
用
は
、
伯
克
爾
『
英
国
文
明
山
仁
（
注
（
6
）

を
参
照
）
八
－
九
丁
、
F
・
ギ
ソ
ー
『
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
文
明
史
』
上
巻
、
中
田
精
一
訳
、
三
邦
出
版
社
、
一
九
四
三
年
、
二
二
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
9
）
拙
著
『
日
本
思
想
史
序
説
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
1
0
）
　
『
田
口
鼎
軒
集
』
大
久
保
利
謙
篇
、
明
治
文
学
全
集
1
4
、
築
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
四
四
五
ペ
ー
ソ
。

（
付
記
）
　
わ
た
く
し
は
目
下
、
旧
著
『
日
本
思
想
史
序
説
』
（
一
九
九
一
年
）
お
よ
び
『
日
本
近
世
思
想
史
序
説
』
（
一
九
九
七
年
）
に
つ
つ
い

て
、
『
日
本
近
代
思
想
史
序
説
』
の
執
筆
に
着
手
し
て
い
る
。
五
ペ
ー
シ
十
四
行
目
の
文
は
、
本
稿
を
そ
の
第
一
章
巾
に
収
め
る
予
定
で

書
い
た
も
の
で
あ
る
。


